
 
 

平成 25・26 年度「学力向上システム開発校」実績報告書（２年次） 

 

１ 学校名等 

学  校  名 久御山町立久御山中学校 校長名 光島 正豪 
 研究教科・ 
領域等 全教科における授業改善 

研 究 主 題 
 
 

 
知恵を耕し、心を耕す授業づくり ～確かな学力の充実と向上を目指して～ 
 

研究の目的 
 
 
 

 
「教師力向上」＝「授業力向上」と位置付け、学校として組織的に「魅力ある
授業」づくりを推進し、生徒の学力向上を図る。 
 

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特別支援 合 計 教職員数 

学 級 数 ５ ４ ５    ２ 16 ※校長・教頭を含む 

34 児童生徒数 159 142 159    ３ 463 

 

２ 研究校の概要 

(1) 学力分析 

本年度の府学力診断テスト、全国学力・学習状況調査の結果を見ると、どの学年も全ての教

科で府平均、全国平均を大きく下回っている。基礎・基本の学習内容が定着してない生徒が多

くいる現状があり、基本的生活習慣がしっかり確立されておらず、学習意欲の低さや家庭学習

の習慣もないこと等が一因である。 

   学校の授業において反復的な学習の取組や基礎・基本の習得のための授業改善とともに、学    

習意欲の向上を図る取組が必要である。 

 

 

 

 (2) 研究体制 

      校長－教頭－研究推進委員会      アドバイザー（大阪教育大学 木原教授）                                      

 

 

 

 

 研究推進主任・教務主任・授業研究員（５教科主任） 

                                                                 

     

       

                                                   

                         

                                              

 

 

 

 

学習・連携部 

授業研究部   

（各学年主任） 

生徒会学習委員会 

久御山検定担当 

（各教科主任） 



 

３ 主な研究活動 

(1)  R-PDCA サイクルでの授業力向上に向けた「授業改善プラン」の作成 

 ４月（前期）と８月（後期）に授業

改善プランを作成することにより、 

 

生徒の実態を把握 

      ↓ 

授業に関する計画立案 

↓ 

      実行 

      ↓ 

     振り返り 

      ↓ 

      改善 

 

 という「R－PDCA サイクル」を年２

回行うことで、教員の授業改善につな

げている。 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  単元構想表の入った指導案の作成 

研究授業の指導案を作成する際に、その単元の目標や計画を明確にし整理することで、毎回

の授業の目標、具体的な取組を明確にするということをねらいに、単元構想表の作成に取り組

んだ。 

 

(3)  教科の枠を超えた相互授業参観 

テーマを複数設定し、選択したテーマに基づいた研究授業を年２回行った。授業公開週間で

は、同じテーマを選択したグループ内での相互授業参観を行い、授業改善の工夫を交流した。 

グループ分けの内容 

６月 
A 学習環境の整備 B 付けたい力

を明確にする 

C 授業をわか

りやすくする 

D 生徒の意欲

を引き出す 

E 適切な自己

評価 

11 月 
A 授業の流れ

の可視化 

B ワークシー

トの工夫 

C 授業内での復

習時間の工夫 

D 生徒ががんば

っている姿の活用 

 

 

 



 

(4)  校内研修会 

授業公開週間の最終日には校内研修会を設定している。各自が行った授業の工夫をグループ

協議で交流し、手法を共有する。 

全体会では、プレゼンテーションや模擬授業などで職員全員が授業の工夫を共有するという

流れで研修会を行っている。 

   

グループ協議       ６月全体会（プレゼン）   11 月全体会（模擬授業） 

 

(5)  久御山検定の継続 

「生徒の意欲のサイクルを意識した検定を実施することで、主体的に学習する態度

を育成する。」ことを目標として、各学期１回、年間３回実施している。 

   １回ごとの実施教科は３教科とし、検定前数日間は全学年が同じ演習問題を行い、

当日は全学年が同じ問題のテストを受ける。85％以上の正解者を検定合格者とし、検

定合格証を発行している。また、３教科満点者は全校集会で表彰される。 

                
      検定の様子       久御山検定問題（数学）   合格証 

 

(6)  学習委員会の活動 

昨年度から生徒の専門委員会「学習委員」の取組として、定期テスト前の家庭   

学習時間を集計し、一定の時間を行うと進む「テスト勉強の旅」を実施している。学

習委員が声かけ、集計を行い、家庭学習を行う雰囲気作りを行った。 

   

      テスト勉強の旅         学習委員の様子 

第１回久御山検定 数学 

１ 次の計算をしなさい 

(1) (-8)+(+4) 

(2) 14-6+7 

(3) (-20)×(-5) 



  学習の手引き作成 

「何をどのように勉強すれば良いかわからない」という生徒を対象とした「学習の手引き」

を作成した。 

 「学習の手引き」には各教科の「魅力」「授業の受け方」「ノートの取り方」「家庭学習

の方法」「観点別評価で Aをとるために」を具体的に記載した。 

   

平成 26 年度年間スケジュール 

実 施 時 期 研究内容 

４月 

 

 本校研究推進の本年度の取組についての提案と意見交流 

 

５月  前期授業改善プラン作成 

６月 

 

 

 授業公開週間（保護者、町内各校園所、地域） 

 研究推進研修会（全員が改善テーマに沿って指導案作成と授業公開） 

 第１回久御山検定実施 

８月 

 

 研究推進研修会（学習の手引き原案作成） 

 後期授業改善プラン作成 

11月 
 

 授業公開週間（保護者、町内各校園所、地域） 

 研究推進研修会（全員が改善テーマに沿って指導案作成と授業公開） 

12月  第２回久御山検定実施 

１月 

 

 

 

 学習の手引きについての研修 

 学習の手引き配付 

 第３回久御山検定実施 

 久御山学園実践発表会 

２月  学力向上システム開発校交流会 



 

４ 今年度の研究の成果と検証 

(1)  12 月に実施した生徒向けの生活・意識アンケート、「普段（月曜日から金曜日）、学校の 

授業時間以外に勉強（宿題、予習・復習、塾での学習、家庭教師の先生に教わっている時間な

ど。）している時間は、１日あたりどのくらいですか。」の結果を、H24 から H26 の３年間で

比較した。 

左のグラフは現３年生の３年間の推移であり、１年生時から比較すると、大幅に家庭学習の

時間が伸びていることが見て取れる。また、右のグラフは平成 24年度から平成 26年度までの

各年度の３年生の比較である。今年度の３年生は、一番家庭学習に取り組んでいることが見て

取れる。これらのことから、取組の効果があったと考えられる。 

 
 

(2) 授業改善プランや授業参観、研修を繰り返すことで、教師の授業づくりに対する意識が向上

した。 

(3) 学習の手引きを作成し、生徒に配付することができた。 

(4) 久御山検定や、学習委員の取組などで「勉強する」という雰囲気が一定出来上がってきてい

る。 

(5) 昨年度から行っている授業改善プランや単元構想表の項目整理を行い、転任してきた職員で

もすぐに取り組める形に近づいた。 

   

５ 今年度の課題 

 (1) 京都府学力診断テストや、全国学力・学習状況調査の結果は、全ての学年、教科で府平均を

下回っており、今後も教師の授業力の向上とともに、授業と家庭学習のリンクについて研究を

すすめていく必要がある。 

 (2) 今年度作成した学習の手引きの保護者向けを来年度は作成し、家庭にも学習の啓発を行って

いく必要がある。 

 (3) 学習委員の取組は、試験前の家庭学習の取組としては定着している。来年度以降は日常的な

家庭学習の取組を行っていきたい。 

     

６ 研究成果の他校への普及 

(1) ６月と 11 月に授業公開週間を設定し、取組を広めた。 

(2) １月に行われた久御山学園実践発表会において、今年度取組の報告を行った。 

(3)  学習の手引きを、町内小学校、近隣の中学校に配付した。 
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